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2019年 1月 1日 から 2019年 12月 31日 まで

認定特定非営利活動法人 アジア教育友好協会

1 事業の概況
2019年度は、前年度繰越金66,951千 円を引き継ぎ、事業を開始 しました。事業資金は141,639千 円

となりました。

学校選定を慎重に進め、18校 を建設 (完成済は8校、10校 は建設中)し ました。2005年 の事業開始

以来15年 間で累計304校 となりました。今後とも新規事業への挑戦・事業基盤の強化を図 りつつ、事

業の継続に全力を尽す決意です。

昨年のラオスでのマイバンマセル中学建設 (東京都荒川商業高校閉校に伴 う)に続き、本年度は、
バクザン省でキムソン小学校 (大阪・柏原東高校閉校に伴 う)を建設 しました。閉校予定の高等学校
の同窓会としての思いを引き継 ぐ学校を建設 したいとい う新 しい理念での学校建設に挑戦 しました。
国際理解の橋渡 し役 として、学校建設事業を教育環境の総合的充実を図るプロジェク トとして推進 し

ます。こうした学校建設の推進により、村を纏める求心力・村発展への推進力も高まり、また村同士

の融和も進みます。現地の人々と共に必要な支援を考え、自主自立を促 し・見守 り・共に歩むと言 う
「AEFAプロジェク ト」が日本の海外での学校建設支援モデルになるよう、一層の努力を傾注して事業
継続 します。

交流事業は、日本の小中学校 との国際交流を推進すると共に、出前授業を積極的に実施 しています。

今年度は36回 実施 し、累計は740回 となりました。東京都教育委員会からAEFAの 出前授業に教育委員

会後援が許可され、AEFA出前授業への信頼性が一層強化されました。
2019年度も支援者の参加意識 (現場への参加や成果の実感)の深化に努めました。その結果、学校

建設だけでなく教育の質的向上支援事業や交流事業への資金支援も増加 しています。

国際理解教育支援 と出前授業が定着 し、子供達からの支援も継続 しています。国際支援はともする

と一方的支援になる恐れがありますが、AEFAの 場合は国際支援の双方向性が特徴となっています。

AEFA事業推進に重要である現場主義の徹底を図っています。理事・スタッフ・顧間の現地出張は17

回 5回・ 5回・ 3回・理事/顧問4回 )と なりました。また、AEFAボ ランティアに

よる現地出張視察も増加 し、彼等の協力も得つつ、9校の開校式を実施 しました。

尚、会員数は個人会員150名 、法人会員11社 、会費収入は昨年比230千円増の1,895千 円になりまし

た。今後とも会員の維持拡大に努めると共に、ボランティア、AEFAサ ポーターの輪を広げる努力を続

けて参 ります。

2 事業の成果
1)学校建設事業について :事業費=建設費/106,994千 円+活動費/8,580千 円=115,574千 円

本年度も継続支援者や新規支援者から多額の支援を受け18校 を建設。国別では、ラオス7校、ベ ト

ナム10校、タイ1校、となりました。

AEFAの 活動理念を理解 し、共感する支援者が増加するに伴い、ソフ ト事業の維持継続もできました。
ベ トナムでの奨学金や、冬服支援を通してものを大事にする心を醸成するプロジェク トは、ドンズー

日本語学校 との協働事業です。また、ラオスでの職業訓練校へ通 うための奨学金の継続に加え、子供

の権利保護プロジェク ト、山間部の小学校のバス旅行も実施 しました。

建設事業は2019年度も順調に進展 し、結果 として累計ではベ トナム172校、ラオス107校、タイ15校

スリランカ6校、中国2校、ネパール2校、の総合計304校 となりました。

AEFAと しては、これ ら既建設校のフォロー事業が次なる課題 となってきます。

*2019年 度建設校一覧・・別表

2)国際交流事業について :事業費=交流費/6,975千 円+活動費/4,352千円=11,327千円

本年度の出前授業実施は36回 となりました。子供たちの交流だけでなく、出前授業には保護者が参観す

るケースも増えました。



① 本年度も交流事業や出前授業は充実しました。東京都教育委員会後援が許可され、リピーター以外の

学校からの新規問い合わせも増え、都内での出前授業は28回 となりました。首都圏 (千葉・神奈川・

埼玉)での出前授業も積極的に推進し、福井県・徳島県など地方でも継続実施しました。合計36回、

累計では740回 となりました。特に交流に熱心な現役教師との出会いは「熱血教師の会」結成への足掛
かりとなる一方、教師以外の新規の講師候補者も出始めています。今後はこれらの教師・教師03と と

もに国際理解教育の推進や交流事業の進化を図ります。

② 出前授業の講師団の強化も図っています。交流校の校長OB2名 が講師となって、積極的に授業を実施し

ています。教師プロとして授業内容の進化・充実も図られました。

③ ベ トナム・ ドンズー日本語学校の日本への留学生と共同で、ベ トナムでの既建設校のフォロー事業の

実施、ソフ ト支援や交流事業の拡大・進化を推進しています。

3)広墾活動について

今年度も広報活動を積極的に進め、AEFA会報は27号・28号を発行しました。広報活動の一環として民間

団体の研究会や退職女性校長連絡会などで、講演を5回実施。NHKのテレビ番組 「人生レシピ」で紹介され

ました。また海外子女教育振興財団の機関紙に掲載されるなどをきっかけに、新規の寄付獲得にも繋がり
ました。今後ともAEFAの発信力を強化し、支援者獲得に努めたいと思います。

3 事業の に関する事項

当期収入額

当期支出額

当期事業収支

<対事業支出額内訳 >

141,639千 円=一般寄付他 139,712+会 員会費1,895+他 32

134,473千 円=建設事業費115,729+交 流事業費11,172+管 理費7,532

7,166千 円 。・ 。(期 末正味資産=74,117千 円)

事業名 事 業 内 容 実 施

日 時

実 施

場 所

従事者

人 数

受益対象者

の範囲及び

人  数

支出額

(単位 :千円)

建設事業

C く学校建設>
ベ トナム・ラオス・タイの山岳地域
の学校建設及びメンテ

② く地域自立支援>
学校建設地域の学校維持を主旨とし

た生活力向上の為の支援

③ く奨学金及び教師育成事業>
奨学金事業及び研修会など

2019.1.1～
12.31

3カ 国
18校 4名

地域の住民及び子供
生徒数 :

1校平均150名 程度

合計 約2000名

地域活性化策 として

農業支援・村の集会所

建設などの支援

教師数 :80名

奨学金 :短大生10名

小中生50名

115,574

交流事業

① 現地建設校 と日本の学校 との教育関

係者同志の交流、児童の作品交換な

どを通 じての姉妹校提携推進

②出前授業 :東京都28回 、地方8回。
計36回 (累 計740回 )

2019.1.1～
12.31

2019.1.1^ウ

12.31

4カ 国
60校

(日 本30校 )

(海外30校 )

各地域

4名

8名

現地1校 当り

約100～ 150名
ベ トナム・ラオス

タイ・スリランカ

日本1校 当り

約40～ 100名

合計 :約 2,000名

各国:約40～ 120名

合計 :約 2,000名

11,327



*2019年 度建設校一覧・・別表

国名 地域 学校名 支援者 (敬称略 )

1 ベ トナム トゥエ ン クア

ン省

ナンリー小学校 株式会社ディアーズ 。ブ レイン

沖縄 ワタベウェディング株式会社
つ

＾ ゴイカイ分校 株式会社カナオカ

デオムン分校
4 アンラック分校

スアンバン本校

レインボーライブラリー

一般社団法人

ゼブラ社会貢献支援協会

カンバオ分校 エルセラーン1%ク ラブ
´
０ バンバン分校 エルセラーン 1%ク ラブ

モニュー分校
バクザン省 キムソン分校 大阪府立柏原東高等学校同窓会

０

ン イエンニン分校

10 クアンナム省 グエンチーミンカイ小学校 アセアンスマイルスクールプロジェ

ク ト

11 ラオス サラワン県 ララ小学校 WANG基金 
株式会社

12 ハーコーナム中学校増設

寮

13 ナコック小学校

14 カ トゥア中学校増設 、匿名希望
15 チ ャ ンパ サ ッ

ク県

プーバチアン中学校 エルセラーン 1%ク ラブ
16 ビエ ンサイ小学校 エルセラーン 1%ク ラブ
17 ファイルーシ小学校増設 WANG基金 
18 タ イ チェンマイ県 メーパ ン小学校 チュラコス株式会社

別 表 ‐2 2019年度 その他の支援一覧
ベ トナム :

1.青葉奨学金

2.暖かい冬プロジェク ト (冬 服支援及び管理 )

3.ナ ンリー小学校 (サ ッカーコー ト)

ラオス :

4.グ リーンスクールプロジェク ト (環境啓蒙活動)

5.フ アイラ中学校 (プ レイコー ト)

6.ノ ンケー中高校 (ト イ レ)

7.チ ャンヌア小学校 (水 タンク)

8.台風洪水緊急支援

9.学校へのPC支援

10.ク ッムーン小学校 (牛銀行 )

ll.ミ ニ黒板 (も ったいないプロジェク ト)

タイ :

12.農業支援プロジェク ト (チ ェンマイ県オムコイ郡

農家の若者のネットワーク構築とプロジェクト支援)

13.フ ァイパククッ小学校 (水 浄化システム)

支援者 (敬称略)

銀河ネットワーク、 ほか

昭和小学校、昭和こども園

株式会社ディアーズ・ブレイン、沖縄ワタベウェディング株式会社

セカン ド・オピニオン株式会社、 トレノケー ト株式会社

株式会社D「叩OCkct

武蔵村山市ワンコイン・スクールプロジェク ト

ほか一般寄附

株式会社東京黒板製作所、 日本理化学工業ほか一般寄附

一般 寄附

株式会社近江兄弟社

以上のほかにも、学校からの募金等寄附、かんき出版、ゼブラ株式会社、村山中藤保育園等、多くの方々から

多様な形で、ご支援いただきました。



2019年度特定非営利活動に係る事業会計 活動計算書

2019年 1月 1日 から2019年 12月 31日 まで

馨 帝 非 営 乗|1活動 法 人 アジア掛 吉 方 好 協 全

(単位 :円 )

I 経常収益

1会費・入会金収入

4寄付金収入

5その他収入

利息収入

為替差益

8,879

22,971

Ⅱ 経常費用

1事業費

(1)学校建設事業費

(2)交流事業費

(3)人件費

役員報酬

給料手当

雑給

法定福利費

退職給付費用

人件費計

(4)その他経費

旅費交通費

地代家賃

その他経費計

Z月
)麓

酬

[憲[i詈鳳費計
聾 送費
想唇詈伝費
交際費

基議費

経常収益計

事業費計

106,994,017

6,974,833

1,095,000

4,875,000

292,000

793,806

375,000

7,430,806

3,818,050

1,683,129

5,501,179

715,000

1,625,000

264,602

125,000

2,729,602

1,157,662

305,021

250,542

102,045

38,302

148,918

科 目 金    額

141,639,288

1,895,000

139,712,438

126,900,835

31,850



消耗品費

水道光熱費

地代家賃

事務用品費

支払手数料

減価償却費

雑費

その他経費計

58,815

215,423

1,683,129

147,065

395,678

330,137

10,000

4,842,737

管理費計

経常費用計

7,572,339

134,473,174

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益

経常外収益計

Ⅳ 経常外費用

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

ｎ

ｖ

ｎ

υ

7,166,114

7,166,114

0

7,166,114

66,950,810

74,116,924



2019年度 特定非営利活動に係る事業会計 貸借対照表

2019年 12月 31日 現在

特 帝 非 営 禾|1活動 法 人 アジア新 吉 力 辞 協 全

(単位 :円 )

科    目 金    額

I 資産の部
1流動資産

現 金

預 金

前払費用

立替金

流 動 資 産 合 計

2固定資産

備 品

リース資産

敷 金

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1流動負債

預り金

流 動 負 債 合 計

2固定負債

リース債務

退職給付引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産額

当期正味財産増加額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

1,214,843

77,176,072

277,816

73,110

78,741,841

80,778,067

353,106

492,480

1,190,640

2,036,226

168,663

168,663

6,661,143

492,480

6,000,000

6,492,480

66,950,810

7,166,114

74,116,924

80,778,067



星盗董塞の上記

1.重要な会計の方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO
法人会計基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は最終仕入原価法によっています。

(2)固定資産の減価償却の方法

固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

(3)引 当金の計上基準

退職給付引当金 :役職員の退職に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき

当期末に発生していると認められる金額を計上しています。

2.事業費の内訳

事業費の区分は以下の通りです。 (単位 :円 )

3.固定資産の増減内訳

固定資産の増減は以下の通りです。 (単位 :円 )

4.役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。 (単位 :円 )

106,994,017

584,000

2,600,000

423,363

200,000

6,974,833

511,000

2,275,000

292,000

370,443

175,000

106,994,017

6,974,833

1,095,000

4,875,000

292,000

793,806

375,000

3,807,363 3,623,443 7,430,806

3,088,950

1,683,129

729,100

0

3,818,050

1,683,129

4,772,079 729,100 5,501,179

(1)学校建設事業費

(2)交流事業費

(3)人件費

役員報酬

給料手当

雑給

法定福利費

退職給付費用

人件費計

(4)その他経費

旅費交通費

地代家賃

その他経費計

△  ヨ↓
ロ  ロl 115,573,459 11,327,376 126,900,835

料機_. 111,靡策
備 品 831,585 121,575 ハ

υ 953,160 △ 600,054 353,106

リース資産 777,600
ｎ

ｖ
ｎ

） 777,600 △ 285,120 492,480
△ ..■
E:口 | 1,609,185 121,575

ｎ

ｖ 1,730,760 △ 885,174 845,586

会費・入会金収入

寄付金収入

1,895,000

139,712,438

80,000

200,000

10,000

0

小 計 141,607,438 280,000 10,000

4,875,000

1,625,000

2,925,000

975,000

ｎ
ｖ
　

Ａ
υ

給料手当(事業費)

給料手当(管理費)

小 計 6,500,000 3,900,000 ＾
υ

4,180,000 10,000合 計 148,107,438

森1意1111
__,―●,■1,.■ 1

‐‐‐|1繭議議:

r,,._‐ |‐|_.′ 1,



財務諸表の注記の参考資料

4.役員及びその近親者との取引の内容

(1)会費・入会金収入

(2)寄付金収入

(単位 :円 )

(単位 :円 )

日 付 氏 名 金 額

1月 23日

1月 23日

1月 23日

1月 23日

1月 23日

1月 23日

1月 23日

1月 23日

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

10,000

役 員 計 80,000

7月 23日

8月 20日

5,000

5,000

近 親 者 計 10,000

△  ■
に1   口l 90,000

日 付 氏 名 金 額

5月 15日

12月 9日

100,000

100,000

役 員 計 200,000

近 親 者 計 ｎ

υ

△  .,■
E  口| 200,000



20"年度 特定非営利活動に係る事業会計 財産目録

2019年 12月 31日 現在

笙症土営壺」二重,L2、_」Z:ZZ:医萱左圧:隆会

(単 :円 )エ

科 目 金    額

78,741,841

2,036,226

80,778,067

168,663

6,492,480

6,661,143

I 資産の部

1流動資産

現金預金

現金

手元現金

預金

当座預金

普通預金

普通預金

普通預金

外貨預金

ゆうちょ銀行振替口座

みずほ銀行 芝支店

三菱東京UFJ銀行 虎ノ門支店

三菱東京UFJ銀行 田町支店

みずほ銀行 芝支店

前払い費用
事務所家賃 2020年 1月 分

立替金

開校式費用

流 動 資 産 合 計

2固定資産

備品
パソコン (5台 )

リース資産
コピー機 (1台 )

敷金

事務所敷金

固 定 資 産 合 計

夕, :整  △   ■
Jヨ.     ′

`ヨ

ユ     |コ      ロ|

Ⅱ 負債の部
1流動負債

預り金

社会保険料。預り源泉所得税他

流 動 負 債 合 計

2固定負債
リース債務

コピー機 (1台 )

退職給付引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

1,214,843

3,051,950

67,468,802

0

6,544,246

111,074

1,190,640

492,480

6,000,000

277,816

73,110

353,106

492,480

168,663

74,116,924



書式第 18号 (法第 28条関係)

2019年 度 年間役員名簿

2019年 1月 1日 から 2019年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 アジア教育友好協会

役 名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事長 谷川 洋
2019年 1月 1日

～2019年 12月 31

日

2019年 1月 1日

～2019年 12月 31

日

専務理事佐川 旭
2019年 1月 1日

～ 2019年 12月 31

日

年 月 日

年 月 日

理 事 亀井善太郎
2019年 1月 1日

～ 2019年 12月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 金子恵美
2019年 1月 1日

～ 2019年 12月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 坪井未来子
2019年 1月 1日

～ 2019年 12月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 横江友則
2019年 1月 1日

～ 2019年 12月 31

日

年 月 日

年 月 日

理事 溝辺 裕
2019年 1月 1日

～2019年 12月 31

日

年 月 日

年 月 日

監事 廣部 武
2019年 1月 1日

～ 2019年 12月 31

日

2019年 8月 1日

～2019年 12月 31

日

以下余白
年 月 日

～年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
2019 年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人アジア教育友好協会

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 谷川 洋

2 石塚勝巳

3 金子恵美

4 佐川 旭

5 石原拓一郎

6 亀井善太郎

7 坪井未来子

8 廣部 武

9 星田 啓子

10 田中 章雅

11 田中 富美子

12 佐藤 正昭

13 木村 敬道

14 鈴木 博康

15 本田 靖

16 工藤 卓二

17 牧野 卓夫

18 菅沼 利之

19 宍戸 仙助

20 菊地 修治

21 田官 雅子

22 小林 弘英

23 楠山 紀子

24 辻 昌宏

25 横江 友則

26 溝辺 裕

27 菊岡 信義

28 榊 尚信


